
九
峰
本
文
蓬
匝
残
存
せ
る

上
代
刹
項
醇
控
つ
い
て

殊

　

　

替

　

晩

一
．
は
し
が
三

界
罠
埠
凡
の
草
丈
別
希
希
の
骨
恩
に
つ
い
て
は
、
啓
骨
坤
幾
の

訓
賢
者
埠
吋
存
在
し
は
い
馬
ヒ
訓
無
資
格
そ
の
も
の
か
ら
は
．
高

貴
に
は
知
る
亨
が
岩
来
ば
い
，
そ
の
訓
緊
密
粗
か
存
痘
し
書
道

由
に
は
．
二
の
場
合
か
考
え
ら
れ
る
二
は
啓
時
制
紫
電
人
の
事

か
合
く
．
領
巾
っ
た
格
に
常
時
の
葛
が
硯
存
し
甘
い
場
会
せ
あ
り
、

胞
は
、
暫
時
到
来
記
入
．
の
季
肛
年
り
か
の
形
で
巧
し
た
択
∴
壁
の

穿
埠
か
敦
逸
し
て
・
・
今
日
に
結
合
く
夜
再
L
は
か
っ
た
場
合
石
あ

る
．
串
一
の
嗜
会
は
、
合
く
「
無
い
」
・
事
に
つ
い
て
で
あ
る
か
ら

え
セ
琶
嘱
す
る
亨
は
像
の
て
国
軍
で
あ
る
4
、
2
に
す
し
て
・
策
二

の
瑠
息
は
・
．
替
っ
て
・
浸
し
し
た
牽
た
園
丁
る
中
。
、
之
と
産
明

す
か
可
能
健
が
二
閣
僚
静
鼎
の
変
易
に
ヱ
ぇ
ら
札
為
草
に
よ
っ
て

珪
ず
空
真
に
、
ゼ
の
事
か
直
ち
に
啓
一
の
考
え
方
を
各
定
す
礼

比
の
l
三
の
弁
え
有
は
二
厚
は
、
乎
安
和
顔
の
衷
潜
の
剖
埼

藩
に
つ
い
て
も
篤
さ
軋
る
録
地
衣
あ
る
様
l

て
窄
む
E
が
、
尊
者
は

先
に
．
．
金
華
Ⅹ
樺
瓜
嵐
秩
脛
痔
廣
絆
拳
二
十
五
G
噂
、
た
ら
告
兵

長
山
豊
富
草
魚
慧
冒
金
手
各
中
に
．
瓶
存
す
る
古
訓
珍
奇

ま
と
に
暴
い
て
、
平
安
珂
期
に
も
落
籍
の
訓
諸
家
か
葡
レ
色
の
に

菅
の
鋤
賢
鼻
は
後
せ
に
夜
ら
な
か
っ
た
事
姦
鵠
牢
禁
膣

偉
寒
樽
に
乎
督
楯
鬼
の
訓
薯
が
落
す
召
ヴ
隼
ぼ
、
夏
に
比
の
書

に
隈
、
息
ノ
・
柁
の
蔓
に
毛
せ
れ
打
落
す
互
可
能
性
が
萄
る
／
N

の
可
乾
性
を
迫
っ
て
・
・
賓
埠
を
塚
質
す
る
闇
に
、
果
し
て
、
文
選

l二
も
何
層
の
古
い
剥
頭
語
択
壌
存
す
る
青
野
と
、
．
亀
腺
承
又
顔
の

恩
に
よ
っ
て
・
▼
宅
灯
け
る
季
相
客
乳
▼
た
↓
し
か
も
、
元
の
耳
遠

の
到
頭
計
の
甘
は
、
平
塚
和
寒
雪
塔
、
0
ガ
い
紺
か
り
か
、
曇
の
書

苑
の
項
町
や
肴
葡
語
草
旦
豪
e
里
曾
堅
時
吋
の
翻
再
話
の
残
痕

机
と
埠
号
J
仕
る
に
至
っ
た
．

森
の
患
国
ぽ
∴
払
痛
風
文
選
に
お
れ
る
虻
の
甘
工
甜
項
播
き

73



報
告
し
、
樽
せ
て
上
代
の
孝
籍
到
頭
葛
の
「
端
左
腹
倒
し
よ
う
と

す
る
l
て
あ
る
．

本
痛
竺
　
了
再
刊
萄
考
」
の
了
一
代
」
里
子
つ
爪
ソ
は
．
平
崇

・
撃
含
り
ヒ
爵
戻
醇
代
を
宿
し
、
止
の
時
代
に
．
．
複
文
と
釧
壊

し
た
い
山
草
を
り
礼
皇
古
詩
の
中
、
．
最
良
時
代
藷
．
明
峰
歓
を
捧

う
訓
壊
海
草
、
上
代
利
葡
萄
と
し
た
。
朴
直
痺
付
着
の
嗜

徴
と
は
、
車
官
晴
代
の
口
琴
ヒ
は
異
な
っ
た
、
奈
竜
虎
灯
色
石
舞

の
躇
形
又
は
野
払
三
　
等
名
書
呈
ア
つ
。
九
傭
応
文
選
の
上
代

訓
籍
葦
廿
．
孝
の
訓
硬
の
醇
響
一
訴
す
ね
睾
射
な
く
・
又
清
澄
始
ヒ

尽
定
醇
貯
譜
と
見
て
を
註
す
る
額
考
が
漂
い
ヒ
い
う
県
か
ら
、
一

章
塞
い
て
・
、
平
妥
郡
簡
を
も
合
り
互
菅
に
し
た
。
森
肩
に
お
い
そ
は

画
風
七
亀
甲
年
の
正
・
妾
垂
都
鳥
笠
し
て
∴
ぞ
の
感
年
前
と
の
十

教
．
耳
後
と
伽
と
希
う
事
に
患
痕
は
少
い
と
考
え
た
中
り
石
萄
冬

埠
ミ
文
選
せ
工
付
か
ら
我
が
園
人
に
多
く
苛
ま
れ
た
手
打
薗

紀
聾
に
よ
っ
て
霞
く
申
り
九
て
い
る
．
筒
に
、
匿
救
命
に
は
「

明
窄
鼠
丁
管
哩
＝
二
度
火
上
一
着
ム
・
逆
亡
、
寂
一
ト
明
喝
一
一
庶

苛
へ
青
準
l
文
選
菌
準
嘉
上
」
と
あ
力
、
入
賞
み
て
は
噸
歴
由

仁
お
い
て
、
着
衣
・
私
学
易
・
告
・
醇
和
風
珍
の
玲
若
・
秀
峰

苛

の
副
題
鴫
に
務
ま
れ
た
ら
し
い
腑
（
窄
み
原
簿
竜
乾
）
、
程
尊
大

単
音
で
は
、
支
尊
皇
ニ
・
史
と
夫
に
大
電
に
平
い
て
い
る
．
又
、
繁

薗
亀
早
丁
二
喜
ハ
亡
ぼ
、
姦
高
水
「
軍
′
壁
急
話
苺
質

尾
大
啓
者
博
士
こ
・
ビ
⊥
晋
へ
嶺
日
永
祇
）
、
天
平
卑
画
に
は
鳥

笹
軒
霊
」
の
雷
電
肘
屠
、
行
わ
れ
て
ガ
共
へ
大
日
本
古
文
書
二

億
婆
堅
吾
諒
の
一
に
葡
径
の
甲
に
「
文
選
上
痍
膏
J
竜
巻
が
て

い
石
膏
に
・
よ
れ
ば
増
喝
に
も
厚
く
尊
ば
れ
た
垂
か
甲
っ
れ
ろ
の
一
ぐ

あ
る
っ
平
安
賓
に
入
る
と
．
、
．
露
草
素
の
呑
み
或
い
は
覇
じ
巨
敦

幸
が
多
い
．
先
憂
宥
病
は
「
ケ
畠
矢
撃
、
彦
堀
去
携
、
舌
頭

女
ぎ
し
（
額
景
教
乳
率
卿
ヤ
与
冒
戌
辰
・
文
曝
質
雪
、

仁
孝
祀
毎
払
月
乙
未
）
、
蕨
乗
誇
成
十
二
薗
喝
文
童
上
峡
」
へ
丈

環
貫
へ
、
督
轡
′
亘
呼
河
床
賢
）
、
又
管
領
と
し
て
、
菅
痘
靖

公
が
喀
腑
大
望
に
（
繚
店
前
玖
耽
、
承
都
九
年
ナ
自
丁
且
）
、
春

著
者
絶
訳
文
局
番
乏
r
二
丈
表
音
蕨
、
に
奇
喜
慧
首
丁
岬
）
、

橘
廣
裾
押
え
有
各
芦
（
ノ
ノ
／
箸
、
五
度
八
草
田
庁
舎
こ
二

せ
れ
せ
れ
停
奇
し
て
打
リ
、
又
、
菅
壁
書
は
、
仁
零
れ
圧
旧
月

五
日
塊
め
て
、
N
芝
者
じ
、
骨
荷
二
年
去
声
廿
′
百
に
酋
ビ
乗
り
、

紀
象
各
硬
も
、
腎
せ
墾
工
入
管
の
礫
に
講
じ
（
甘
本
経
路
希
、
要



平
八
阜
二
日
で
三
日
）
同
十
日
十
亀
田
準
じ
稔
っ
て
い
る
・
、
乙
号

は
モ
カ
一
端
ア
ヾ
萄
万
灯
二
X
鑑
が
痺
韓
レ
意
想
内
容
＞
】
の
面
か
ら

葡
萄
大
建
合
に
軍
手
り
れ
皇
丁
を
畑
語
っ
て
い
翼
芝
の
瞭
蘭
や

功
賢
り
内
容
は
罫
p

l
で
早
い
打
、
性
民
選
怒
［
与
る
筐
底
今
壊
有

の
「
文
選
産
着
、
昔
珂
止
す
レ
盛
ス
溶
L
や
草
本
東
蹄
の
．
「
次

琴
、
文
藍
而
瀬
音
1
．
褒
後
薗
レ
泉
」
一
．
寄
生
大
菅
生
等
之
頓
着
、
萄
レ

割
℃
」
等
の
記
菅
は
、
瞥
竺
畳
の
訓
璃
尋
の
存
し
生
還
振
首

示
す
も
の
と
堤
ら
椚
L
カ
の
で
あ
る
。

二
．
几
楯
本
文
墓
ノ
一
丁
虹
の
葛
葛

暮
旨
訓
鞍
替
警
蚕
詣
華
易
誓
書
の
巻
を
淳
っ
の
は

九
枚
瓜
ノ
一
十
三
軸
で
有
る
。
又
．
．
芝
の
男
書
仁
一
よ
っ
て
判
の
系
麻

を
知
る
轟
を
封
泉
る
祭
や
蝶
音
量
の
多
い
票
㌢
樽
せ
て
、
も
虎
猫

は
．
旭
の
文
豊
覿
本
に
吐
最
し
て
高
い
頂
直
之
屑
し
て
い
る
．
札

（洩っlノ

壕
水
ノ
百
三
軸
の
中
、
巻
十
和
へ
席
郭
一
環
等
（
一
〇
亀
亀
）
膏
了
・

啓
子
と
（
蝶
敗
二
年
（
二
一
二
丈
）
萄
了
㌻
巻
ニ
＋
（
承
を
二

年
二
　
七
三
馬
了
　
は
ヰ
安
原
檻
の
書
屠
加
準
各
言
ま
、

重
言
亀
は
教
倉
埠
代
、
碁
「
十
番
晶
・
洛
七
・
人
、
怒
十
1
薗

工
へ
は
正
犀
昼
甲
に
蕃
喝
式
を
蹄
項
か
友
芝
を
へ
た
も
の
で
あ

る
．
空
の
平
で
、
巻
二
十
亀
は
、
巻
末
瑚
告
の
・

是
二
手
（
三
八
仙
）
訳
十
盲
言
′
冨
刻
・
警
手
嗜

半
人
m
リ
昔
功
」
生
民
有
人
富
海
房
雄
大
内
紅
」
吏
都
序
印
爪

音
男
手
し
（
利
）
1
十
一
g
軸
朱
梁
已
了
し

て
判
る
郊
／
、
、
蛍
合
時
代
正
俺
二
年
の
青
馬
加
賢
さ
萄
一
句
化
の

巻
の
・
窟
賢
に
の
「
賽
永
吐
一
文
」
一
膏
三
丁
布
と
・
碧
の
前

の
好
を
露
草
髄
詠
盲
」
の
磨
け
菱
と
の
暑
竺
ト
、
．
四
十

例
に
耳
が
景
各
巻
の
和
訓
や
壌
啓
や
故
事
の
書
入
射
整
し

て
い
る
．
家
書
の
金
例
は
密
の
如
く
で
司
る
．
（
裏
書
の
文
事
ぼ
．

引
例
に
菅
生
肴
の
応
．
丈
の
文
骨
の
廷
叫
に
口
に
包
ん
を
志
し
た
り

芝
の
害
者
に
夜
嶺
す
る
丸
文
．
の
文
事
に
は
石
峰
に
績
疎
を
付
し
た
。

畢
音
に
町
し
た
㊦
㊥
の
・
鋤
き
各
紙
は
・
裏
書
き
ね
え
の
境
に
敬
え

毛
色
し
沓
舞
と
読
了
）

1
．
東
署
に
草
り
j

L
為
轟
骨
職
名
の
和
利

回
畳
替
仕
丹
心
曾
嘉
は
県
質
㌔
利
別
乎
堅
判
豊

へ
多
国
⑳
開
国
⑳
同
盟
⑳

、
レ
ク

朝
職
（
音
こ
厚
－
廟
を
ハ
ち
て
腐
∵
凝
－
壇
更

東
国
㊨
固
⑬
囲
㊨

の
／

ロ



ァ
ー
　
　
　
1
　
　
3
r
ド
　
封
　
．
こ
l
こ
ト
耳
．
．
、
　
　
　
仁

の
単
準
顧
？
嘩
鵜
！
粍
雪
質
羞
乾

草
官
考
　
古
と
す

三
界
団
⑳
　
　
　
圏
回
田
㊥

笹
は
山
号
九
割
珂
噂
は
永
l
て
官
学
l
初
耳
。

血

・
革
雷
孝
揮
渦
い
碑
l
壷
l
・
ゲ
魔
肇

豆
何
回

一

　

　

　

留

　

　

三

④
固
⑦
国
㊥

へ
豪
）

風
又
が
頚
が
れ

㊤

支
溺
こ
胆
糸

ヒ
イ

の
鼠
で
て
鞄
去
ル
，
麦
封
贅
初
て
野

辱
苧
璽
轡

▲
（
拝
砦
の
頭
割
）
勲
亨
島
・
恥
曾
撃
已
状

ワ
／
フ
シ

監

喜
田
㊨

園
㊨

音
）

し
い
ト
サ
ー

②

（
琴
問
凶
㊨
訂
㊥

争
笥
し
ロ
メ
日
食
。
比
・

l
貢
＼
三
岬

三

　

嘩

　

　

五

雲
ロ
て
剖
附
仏
か
窄
舞
蒐
・

ユ
メ
一
二
、
ヽ
Z

2

（
里
佐
和
在
官

㊨
　
（
辞
し
在
東
）

め
嵐
。
色
を
の
す
葡
－
徽
先
に
三
陸
外
－
物
か

ム
や
つ

㌻
電

に
　
‡
盲
．

改

宜
l
差
分
壷
要
ク
琴
紆
卑
生
．
書
聖
喝
針

約
　
園
岨
㊥

す
ン

・
功
戸
．
喝
写
露
眠
⑳
　
（
・
外
に
霊
軋
）

賓
膏
に
覚
ら
れ
る
啓
丁
の
音
大

的
∵
貫
首
の
壌
唇
と
、
永
末
の
壌
琴
品
∵
璽
賢
喜
し
く

す
書
の
（
」
に
畔
叫
の
研
ば
聴
く
）

仰
郷
原
l
　
融
和
牢
莞
単
軸
融
雪

【
邑
匿
㊥
　
囲
④
　
　
阿
国
扇

呵
二
す
窮
亡
と
　
　
の
響
彗
官
季
長
に
・

国
⑤
蔓
5
　
　
　
　
　
回
＠

俵
丁
囁
き
甘
門
高
二
・
㍗
置
接
す
．
）

車
即
諾
埠
が
彗
l
二

日
目
凹
閥
日
且
㊨

旧
　
埼
神国

㊥



買
馳
∵
軍
票
叫
轡
絢
針

朝
礼
瑚
毎
時
と
嘲
輸
l
夜
て
賢

同
国
◎
国
⑳

軍
患
矧
轍
撃

的
裏
書
の
壌
牢
の
葱
曝
．
仁
慈
田
す
る
複
写
が
表
の
芯
文
‥
l

て
は

い
も
の

肋
亀
。
蒜
今
日
隼
聖
苦
労
喪
魂
。

（
象
）
凰
㊤

完
仔
画
聖
1
芭
里
「
乍
」
㈲
票
）

3
．
剖
靖
の
順
序
呈
爪
す
教
卓
の
昔
八

1
．
若
者
像
肴
に
よ
る
和
叫
．
十
二
語

乙
頭
唇
一
字
（
又
は
二
事
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の

二
十
三
利

手
数
字
に
よ
っ
て
珂
寿
の
順
序
蔓
爪
す
ヒ
軍
り
れ
否
も
の

玉
均
呵

と
な
る
㌧
＼
】
り
中
、
乾
す
、
間
革
骨
傾
名
に
よ
っ
て
和
利
育
三
爪
す

も
の
は
、

剋
J
半
鳴
り
啓
l
1
－
回
凹

雰
′
－
靡
l
＝

加
項
加
硫

措
弔
1
篭

古
へ
呂
り
、
銅
品

㈲
魂
㌢、

承
レ
隻
畏
7
号
畢
蜃
壬
。
散
り
河
展
笑

一

　

　

二

　

　

三

三

　

一

三

号

マ

）

ユ
グ温

‥
［
囲
阻

草
正
二
同
国
因

野
庭
享
　
・
叶
ヒ
有
∵
叫
炉
㈲
l
こ
雷
）

靡
⊥
妹
甘
＝

の
孔
希
と
胞
ヒ

こ
れ
ら
の
裏
書
を
、
衷
紅
の
喜
l
二
よ
っ
て
・
整
理
す
る
と
・

右
苛
の
鋤
く
、

⑥
「
加
頻
聖
二
L
L

や
．
①
「
由
封
」
、
．
①

の
戒
に
、
醇
一
昔
埠
と
か
初
の
の
有
の
音
節
ビ
小
を
疎
音
解
亀
を

／A
r



書
き
、
寄
〓
音
節
又
搭
笹
の
有
の
音
節
を
年
債
名
手
蒙
乱
し
た
宣

告
か
合
ま
れ
る
4
叉
別
に
「
ト
ッ
ト
サ
L
L
「
‡
受
」
「
ラ
ハ

リ
又
」
の
横
に
卓
抜
易
者
の
三
語
も
あ
る
。
＼
」
哩
ら
職
名
に
よ
っ

て
秦
癒
さ
れ
た
永
劫
は
、
会
て
・
「
単
告
」
と
．
窄
り
れ
ろ
も
の
を
あ

る
．
佃
の
草
一
事
叉
は
二
亨
に
よ
っ
て
示
ご
旺
る
も
の
に
ぼ
、

内
塔
上
二
食
か
あ
る
．

の
　
易
者
忽
優
萱
の
悪
味
と
、
芝
の
藻
草
百
直
絶
さ
れ
た
轟
の

太
東
の
蚤
の
首
味
ソ
諒
確
率
2
年
（
竹
花
牢
㊤
疇
＝

7－

・αr

亨
も
晶
、
一
事
が
多
く
、
蘭
に
二
学
（
き
れ
も
莫
乞
男
生
り
札

る
）
石
あ
っ
て
、
こ
此
う
も
、
多
く
軍
語
に
画
す
ぁ
も
の
古
あ
る

喜
節
句
、
り
仕
る
・

次
に
、
β
　
教
亨
の
音
大
は
、
教
書
の
五
密
軒
に
あ
る
・
一

二
二
二
の
壁
片
は
、
菅
又
の
好
霧
か
、
り
行
末
に
蘭
争
L
も
直
灯
す

⑤
っ
璽
町
境
と
ハ
万
事
手
に

囲
、
敦
り
厨
の
如
き
を
㊤
～
①
射
、
之
ぞ
萄
る
）

封
書
の
攻
唇
の
雷
味
に
敦
名
す
畳
ノ
年
貢
の
砿
え
中

に
尊
L
は
い
も
の
．

屈
］
①
盲
す
画

雇
］
㊥
乾

［
而
］
㊤
撃

－
　
　
勺

㌔
止

粋
レ
埼

曾
′
圏

皇
ゲ
て
・
国
風
一

の
如
く
で
あ
っ
て
、
尊
ろ
・
．
教
官
の
嘩
芹
に
綴
っ
て
妻
の
複
写
き

た
ビ
札
牢
固
海
風
の
訓
希
に
一
攻
す
る
っ
特
に
∵
率
竺
警
恵

与
を
付
け
る
甲
に
折
っ
て
・
、
ス
海
の
餌
亨
「
写
し
二
右
例
㊦
①
）

や

⑤
些
郵
抑
－
甲
N
甲
賀
耳
l

［
且
⑤
菅
。
庭
1
麻
号
園
闇
1
且

石
の
の
呵
め
表
音
の
覇
字
が
共
『
麦
の
患
え
幼
者
夢
の
、
写
者

掌
茄
す
も
の
丁
は
類
い
事
は
、
国
有
の
き
r
舌
か
一
挙
し
克
い
刷

の
あ
る
孝
か
、
？
明
ら
か
敬
司
ゐ
・
達
託
さ
れ
た
宏
の
也
文
の
項

一

′

　

三

　

四

　

　

五

　

六

寺
末
寺
）

「
之
」
に
薯
を
付
け
甘
い
の
は
！
比
の
痘
苗
憲
二
苛
の
淳
車

の
甜
覇
の
照
万
き
、
芝
の
蹟
官
の
裏
貫
に
唇
瓦
レ
た
一
）
の
と
考
孔

ら
れ
勾
′
．
し
か
も
　
額
ぜ
再
漂
亡
軋
る
7
番
し
（
①
）
は

」



の
効
く
、
寧
り
く
的
動
詞
の
訓
に
．
単
語
で
萄
ろ
、
つ
事
互
荒
し
、
又

「
訂
」
（
⑥
）
を
瑚
す
る
等
、
平
安
初
詣
の
盲
・
事
糾
奇
史
組
の
町

亨
の
剛
直
と
一
夏
し
て
い
カ
・

・
／
′
一
、
両
北
南
易
姓
叫
の
妾
軸
監
督
卦
に
象
り
れ
る

豪
署
の
隻
搾

弘
磐
簑
密
雲
十
勉
か
書
罵
・
聖
賢
車
富
蒼
禁
に
璧

也
の
雲
居
の
多
く
に
も
、
重
曹
の
軍
入
れ
紆
鞄
り
り
仕
有
っ
同
産

の
青
首
は
、
平
安
痺
吋
の
凄
着
に
も
存
す
る
ゥ
所
か
∵
え
首
の
裏

書
と
・
、
化
膿
衣
、
耳
蛍
巻
廿
九
の
古
垂
日
と
き
比
喪
す
る
と
、
華
甲

内
患
上
喜
L
く
相
星
し
て
い
や

今
夏
翰
岩
へ
謂
鐸
鰻
纏
畿
喜
蕾
．
）

の
轟
の
到
抒
替
埠
の
喜
田
孟
轟
音
と
茨
の
働
く
杖
る
・
整

理
l
二
は
、
電
直
着
せ
九
の
軍
曹
の
曝
令
で
同
じ
く
、
師
岡
文
字
の

瑠
環
1
こ
よ
っ
て
先
ず
命
け
．
そ
れ
に
そ
の
麦
堀
内
鳳
貴
し
た
。

比
の
塔
、
．
「
畏
書
」
と
し
て
京
祭
り
色
の
甘
∵
せ
れ
腑
、
寒
の
環

主
と
鳴
啓
上
の
画
琉
碑
弱
る
号
旬
菅
芝
の
嵐
膏
に
背
教
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
者
の
瑜
文
乞
田
各
上
層
桜
の
喝
衝
が
な
い
範
替
え
首

を
瞭
し
、
た
の
は
密
冷
せ
あ
孟
・

雫
監
謂
蘭
の
凄
鬼
．
の
珂
耶
告
の
要
書
を
し
酢
珂
文
事
に
よ

っ
て
養
殖
す
る
と
、

川
岸
廠
庖
の
み
と
よ
る
看
官
・
…
二
一
督
草

創
嘆
営
要
に
去
る
寮
葛
‥
…
…
夕
象
の
窟
判

と
甘
刀
。
商
号
戒
名
の
硬
昭
は
石
靖
の
九
梶
本
文
壇
私
甘
地
以
外

ヒ
ぼ
謁
め
ら
れ
は
い
っ

の
拝
職
名
の
み
に
よ
一
局
葉
音
の
資
昇
任
、
一
彦
簿
し
仇
認
め
ら

れ
ず
、
ば
覇
山
号
本
茫
耳
番
ノ
音
人
傑
命
初
璃
県
の
一
例
、

孝
女
喝
l

夜
噴
節
ク

了
重
、
＝
ノ
　
ヒ
三
．

．
盲
空
等
）

せ
ち
リ
、
杷
甘
廟
攻
碑
孝
尊
翌
叩
、
環
空
車
（
三
六
三
驚
玖

／
／
一
触
の
五
十
三
例
を
あ
っ
て
、
例
え
ば

1
．

0
紫
軒
碩
乳
「
・
菖
材

々
ハ
タ
ラ
へ
　
　
サ
イ

（
奏
し

○
夫
番
え
葛

動
眉
2

の
如
き
書
入
手
あ
季

○
ス
畷【

川
…
且
（
墾
欄
噂
付
し
皇
こ

上
刺
し
同
壊
r

つ
J

4
丁



次
に
、
明
塚
官
環
矢
に
よ
る
裏
書
は
多
く
の
昇
埠
に
象
ら
れ
、

そ
乾
等
l
古
書
村
に
よ
っ
て

の
純
粋
の
竣
文
形
式
で
、
脹
革
を
支
勇
な
主
も
の
・

呵
顔
耳
に
韓
扱
者
・
或
い
は
ラ
コ
ト
照
や
反
藷
好
を
付
け
た
も

の
同
年
畷
名
文
J
文
l
こ
よ
る
も
の

畔
司
る
っ
　
何
の
例
瞳
少
く
・
的
の
瑠
苛
の
翠
雷
か
昇
も
賓
い
・

れ
砲
粋
の
壌
釘
酵
母
を
、
帳
名
主
革
む
な
い
青
書
は
、
そ
の
内

容
か
ら
更
に
・
霊
品
の
三
種
が
欝
の
ら
れ
る
・
′

、
㈲
　
印
画
の
注
解
や
祀
竣
堵
又
は
重
畳
U
の
言
l
喝
に
よ
二
ノ
て
、

耳
曙
、
藷
瑞
或
い
は
故
事
、
出
典
又
．
は
字
句
の
異
同
夢
二
爪
し

ー
l
こ
も
の
．

比
の
題
の
葉
書
は
、
次
の
賓
埠
仁
弾
め
う
弧
誓

0
富
唇
玖
亀
頭
久
崇
。
弄
え
瓜
和
枝
久
占
用
。
文
意
三
ミ

萱
∵
碁
蒼
療
育
芋
琵
烹
　
○
荘
子
嘗
省
都
璃

点
。
古
叉
卑
笹
誓
冒
八
。
計
直
又
壁
級
古
文
者
毘
鎌
谷

響
…
。
古
ズ
醤
芸
璽
一
年
点
。
有
史
商
号
品
え

。
命
密
正
和
虎
。
論
語
璃
軒
昂
　
○
誅
密
私
と
文
養
え
。

一
日
U
ハ

・
〃
T

／

・
瑜
露
各
人
ヌ
永
原
．
。
玲
密
度
壌
二
朱
東
。
奈
軍
噂
賃

野
竹
勉
厳
磨
中
期
県
。
安
和
抵
踵
繁
窄
列
席
礫
金
轡
風

。
易
欧
妥
十
軸
建
冶
思
。
亀
條
本
文
選
。
確
琴
整
骨
範

席
巻
歌
唱
見

せ
の
衷
書
の
内
名
庄
二
例
え
正
次
の
細
く
て
布
石
．

〇
ふ
貴
．
格
三
天
氷
圏
草
魚

（
雲
）
窮
等
・
疇

囲
舟
軍
石
泰
望
冒
乾
空
畏
密
富
貴
」
水
星
経

日
貴
著
曝
せ
微
温
生
山
舟

○
論
語
葺
埠
建
武
無
私
′

（
あ
き
　
名
甲
鞄
啓
長
年

圏
且
対
岸
勇
等
支
看
名
田
瑜
藷
菜
箸
呈
大
き
在
席
富

有
頭
苛
と
下
嬰
万
」
匿
名
明
と
本
吠
比
大
事
琶
揮

え
家
東
成
窪
収
可
爛
砥
　
虐
盲
三
社
不
緒
膣
療
痛

と
駄
相
師
宣
東
都
蝿
と
爛
喘

蘭
　
日
永
の
童
等
噂
士
家
の
把
を
盤
、
又
は
希
書
等
の
引
屑

＼
単
打
虜
の
家
書
賢
次
の
資
卦
に
謁
あ
ら
れ
た
・

。
葬
景
髭
且
大
魚
。
患
秋
曜
賃
得
巻
十
傭
豊
川
。
玲



琴
岩
泉
　
○
冷
哲
理
学
兄
　
0
鼻
鉄
泉
噂
賃
野
′
一
十
輸
傑

倉
中
喝
魚
　
0
貞
観
改
質
晶
二
準
β
皮
　
0
帝
紀
邸
食
後
瑠

東
　
○
群
書
瑠
要
へ
金
誓
哀
至
嘱
金
賞

ぞ
の
官
軍
の
呵
客
年
例
え
好
次
の
即
く
て
奉
る
・

〇
着
文
太
和
睦
久
五
年
祭

・
圏
蹄
薗
叱
故
写
節
判
事
衣
空
白
仰
写
す
萌
え
奇
麗
淀

杢
l
吉
l
王
君
薯
）
殊
好
上
昇
牽
頭
、
合
え
依
此
乾

・
璽
）
聖
才
l
乾
錘
璽
聖
、
官
と

同
風
在
密
咲
患
中
野
ナ
可
旨
豊
醇
中
村
、
高
官
官

印
攻
為
れ
首
成
句
富
局
中
討
故

○
帯
電
露
要
拳
田
十
（
金
天
文
覆
瓜
）

厘
狙
奮
持
豹
孟
夏
孟
夏
雪
雲
晋
苧

ヽ
ノ握

禁
教
乾
の
玲
晋
、
票
の
最
に
訟
芸
も
勿

0
雪
景
妄
碗
挙
吾
論
点
　
0
嘗
綾
部
啓
隠
観
政
蓉
巷

一
線
沿
え

甥
に
、
画
壌
又
に
年
候
苧
環
い
ぼ
ラ
っ
ト
配
や
璽
詔
蕗
を
付

ヽ

け
た
書
式
の
養
田
を
埼
つ
賓
埠
に
喧
次
が
喝
の
う
軋
た
。

。
旨
后
本
紀
廷
入
京
。
方
丈
叡
柁
埠
久
息
。
各
釈
経
度

醇
各
十
侃
簸
た
　
0
斯
連
立
範
亨
文
孝
庵
鎌
倉
鞠
鼠
　
○
甘
丈

飴
育
毛
穐
三
富
柄
。
論
語
巻
と
支
氷
点
。
論
葦
巻
人
事
重

点
。
承
釜
停
凛
蹄
啓
倉
中
旬
魚
。
賢
等
晋
殊
会
鞠
点

せ
の
内
名
は
、
例
え
ば
次
の
如
く
で
軋
る
。

○
春
吠
経
痛
鶴
野
老
十
債
廷
吏
薗
醸

，
園
他
日
城
郭
疇
フ
小
墾
酢
へ
壷

或
複
　
号
　
　
　
ナ
4
ト
云
衷
乾

・
コ
ト
タ
ニ
シ
テ
事
古
乾蕪

′

丁

り

　

　

　

　

　

ノ

・
蘭
凰
戎
本
廟
轡
後
者
琴
爪
應
着
乱
也
」
簡
畦
櫛
比

○
金
華
V
森
本
息
款
絶
疇
東
解
巻
大
観
倉
靭
璃

（
承
吾
疇
朝

・
園
輸
車
背
離
軋
劉
壱
囁
大
臣
型
舌
狩
猟
鞄

＞
ラ
才
力
ヒ
正
鼻
息

と
頑
障
率
晶
」
正
毅
文
者
確
率
地
割
鳶
欣
・

麓
の
啓
封
と
し
て
、
同
庁
噸
重
文
刃
文
に
よ
る
裏
書
賭
∴
甲

原
質
森
諭
哲
文
永
五
卑
敗
へ
醍
昭
奇
厳
寒
と
・
安
堵
文
庫
政
審
ハ
）

で
あ
っ
て
・
、
そ
の
場
鳳
卑

・
・
－
…
・
・
憩
賢
」
産
地
文
革
芝
崎
玩
急
雅
之
玖
而
侭
皆
辟
奪
始
れ
衆

邑
俺
嘩
酪
常
食
ケ
し
ト
毛
官
軍
孟
聾
讐
最
（
命
琴
巷
と
史

貯



、
乱
焦
要
蓼
〕

の
如
き
で
あ
る
1

以
上
の
働
く
．
勘
薯
文
に
よ
筍
東
署
且
、
多
数
の
護
の

馴
乾
替
鼎
に
見
ら
れ
た
牢
菅
の
何
れ
に
も
通
ず
る
膚
敏
ピ
し
て

薫
畏
耳
百
萄
る
亨
か
鞄
の
り
耽
る
，
そ
こ
古
、
正
号
の
賓
東

に
お
け
る
亥
書
音
大
の
愚
麻
を
考
え
る
l
三
次
の
こ
艶
が
各
が
ら

礼
為
。
昇
′
は
、
書
の
萄
為
奮
単
に
は
吋
チ
表
の
狐
文
の
上
欄

や
下
欄
・
富
に
、
豪
雪
と
同
じ
内
患
の
鼓
醇
・
・
楷
書
の
諸
・
爵

者
の
引
田
・
蔓
草
を
滑
っ
て
い
る
ゥ
喧
・
欄
外
の
有
は
言
巌

的
囲
い
語
句
や
女
で
参
る
．
賂
二
に
、
表
の
欄
外
に
書
き
切
れ
な

い
増
今
．
上
欄
に
「
臣
レ
夢
」
・
ヒ
明
詑
し
こ
、
婆
の
繍
在
を
裏
書

に
均
い
て
長
丈
長
久
で
す
ね
例
か
毎
も
・

〇
委
託
痺
慈
解
像
廷
整

C
命
語
塔
と
・
払
八
草
水
落

○
象
零
敗
選
挙
速
歩
花
泉

○
璧
畳
屋
蜃
冨
葱

控
静
め
尋
零
か
歩
来
る
永
、
手
の
空
音
昭
男
各
三
十
の
例
を

市
耳

（
上
碗
）

衝
　
動
勘
l
l

師
粗

放
文
申
軍
五
首
大

甲
碩

整

董

是

卑

訂
昌
ヰ
侯

園

通

（
狐
質
〕

下
皆
帝
大
ナ
リ
師
領
右
折
T

°

定
の
、
こ
空

毛
萄
正
最
日
多
吠
夏
鳥
正
次
玖
玩
鹿
毛
少
堵
壕
底
力

崎
者
風
車
ヱ
声
　
喝
礼
勃
麦
．
淫
孟
春
冬
美
警
告

、
ヱ
豪
甘
水
府
吾
大
府
詔
末
年
空
車
」

蜂
冒
丈
六
痛
撃
空
軍
定
為
　
年
三
貴
」

首
席
且
百
事
人
為
伍
五
直
島
両
四
両
為
卒
五
年
鳥
礁

芸
島
輝
き
芸
人
七
六
聯
払
〓
草
々
．
亀
有
三
／
†
人

也」．

右
の
二
祭
か
ら
考
え
る
に
、
石
の
頗
塗
貫
首
ぼ
、
表
の
空
域
等
ヒ

魯
入
れ
る
べ
喪
軒
を
、
礼
両
の
都
合
中
り
傘
臼
の
多
い
葱
ラ
ビ
利

用
し
た
の
か
、
大
き
な
理
由
と
寧
う
．
耳
比
の
確
の
曹
蔓
罠
㌻
∴
澤

簸
禦
各
へ
卦
を
平
安
攻
喝
以
盾
に
多
し
の
は
、
瞥
咳
短
の
疫
琴
の



成
立
に
間
し
．
．
古
分
格
外
の
奉
読
と
攻
計
レ
畢
為
し
、
哲
旬
の
詳
し

い
珪
許
等
督
′
和
す
算
あ
っ
た
事
と
喝
虎
か
あ
盛
と
考
え
ら
れ
る

石
超
の
書
の
内
容
に
、
石
い
望
孔
の
庁
解
き
爪
す
恵
可
の
数
々
、

⑦
輯
辛
ッ
ラ
千
石
木
元
馴
青
摘
大
直
税
壬
々
（
前
局
）

㊤
鐙
シ
テ
尋
－
討
（
義
前
場
）

（
命
草
文
庫
猫
各
款
を
碑
廉
埠
の
「
或
盲
教
」
か
・
穴
最
私
午

の
払
乏
局
す
亨
に
つ
い
て
は
ま
！
の
比
肩
を
参
照
き
れ
た

い
）

◎
「
先
師
禁
書
し

・
幸
い
訓
疫
と
塘
っ
を
礪
ヒ
巧
、
牟
ら
れ
為
．
し

の
等
鉦
存
す
る
の
も
．
．
諸
乾
の
玖
珂
の
′
に
．
石
塔
と
も
各
功

し
、
．
裏
者
に
芝
の
一
部
を
夜
仔
三
せ
E
も
の
と
、
雪
ん
る
景
叫

ユ
見
方
の
至
雪
空

「
岬
乾
君
主
有
仔
葛
客
竜
泉
軒
泉
南
灸
音
患
え
：
㍉

（
青
草
れ
穐
級
人
足
豪
者
）

「
乾
密
談
」
二
郎
前
増
．
多
く
の
夙
努
リ
）

（
「
尼
師
畿
」
に
つ
い
て
は
鋤
に
密
／
＼
与
え
や
奉
る
・
）

㊨
痘
草
子
　
へ
前
率
）

㊧
　
戻
現
乾
（
敢
埼
）
∵
安
永
髭
（
遵
Ⅹ
水
放
延
久
賠
悪
者
）

（
夜
頃
駄
渓
谷
顔
、
妾
軟
は
貴
偉
顔
を
・
炎
に
セ
の
叫
患

者
舟
は
顔
落
し
は
い
が
、
琢
啓
の
璃
士
疎
の
讃
塊
よ
刃

・
聖
．
九
條
航
X
置
払
廿
亀
の
妾
首
に
お
け
る
上
代

到
頭
希

亀
傭
恋
文
厨
赴
け
亀
の
薯
を
！
南
端
廟
戎
前
の
務
泡
の
訓

築
茸
範
の
書
と
睦
し
て
、
粛
違
緊
乏
鼻
血
由
に
詞
ヾ
計
と

「
仏
像
水
音
毯
≠
剋
貫
首
に
は
萄
償
箸
と
開
い
て
い

る
孝
．
他
の
漢
籍
訓
耗
貫
の
東
電
に
は
烏
鷺
噴
石
痺
見

ら
れ
な
い
．

ニ
、
九
線
丸
文
藍
賂
華
亀
嘗
書
に
は
、
渡
草
l

＝
よ
る
1
醇
誇
」

を
芝
と
し
た
注
髭
の
奉
る
事
．
旭
め
露
動
等
鼻
の
豪

．
書
は
、
．
最
耳
の
顔
文
机
任
す
雪
．

号
亀
臆
狙
え
盈
各
株
鮎
裏
葛
に
は
、
毒
の
噴
序
去
許
す

豊
の
激
写
む
け
が
老
机
乳
で
い
る
亨
〝
佗
の
壕
魔
割
酵
神

泉
の
覇
者
百
は
、
及
覇
の
教
学
は
ヲ
ユ
ト
緊
菅
後
見
ど

74



時
世
て
用
い
て
い
る
。

の
三
原
が
、
表
敬
の
上
か
ら
喝
が
ら
れ
る
っ
誓
レ
争
亀
脆
砿
文
選
各

廿
亀
の
書
晶
豪
君
葉
書
を
・
壊
理
外
に
麗
雛
に
・
乾

す
・
貰
和
書
馬
泉
筈
回
書
億
煮
賽
軋
抗
の
風
音
禁
が

卒
る
∵
て
の
高
東
候
看
払
底
の
朝
訓
は
、
花
嫁
杏
耳
旦
巻
≠
九
の
最

晋
の
和
句
に
昔
訂
打
直
す
為
．
刺
を
次
の
甘
く
可
奈
1

廟
0
厳
平
時
珂
　
0
痺
癌

蘭
開
国

箪
着
。
臆
断

両
帝
添
肴
　
。
後
碑
　
名
刻
乙
受
　
賞
卑

〇
三
櫛
　
王
威
・

園

　

　

同

園

同

園

1
1
－
の
坤
く
辛
の
・
和
利
．
に
教
宙
す
る
・
蚕
亨
が
応
文
に
存
す
る

例
熔
傭
冷
、
制
の
丁
せ
賓
」
「
旦
卓
」
「
乎
」
1
止
毛
し
の
如
く
い

せ
の
朝
丘
冨
頭
字
付
表
の
本
文
に
は
い
適
の
芳
書
も
巧
る
．
次
に
、

⇒
の
、
瑛
学
に
よ
ゐ
「
豊
叩
」
を
主
と
し
た
覆
書
は
、
小
は
八
十
平

安
何
期
の
金
利
墓
石
盈
巷
乾
（
天
理
書
館
承
・
石
山
者
哉
瓜
）

の
鹿
骨
に
軋
ら
れ
る
1
　
（
例
、
秒
半
）

糾
。
常
歳
末
程
。
地
鳥
在
虚

田

　

園

の
夷同

聞
出

や
の
嘗
紺
若
布
受
但
し
．
弘
帰
要
選
塔
芝
の
青
書

に
は
1
・
、
・
、
・
華
r
告
か
、
希
く
、
文
明
の
也
ぎ
項
の
裟
謁
も
掃

い
艶
に
少
冥
加
司
る
．
醇
に
金
印
攻
着
後
真
東
電
の
制
は
　
の

側
く
眉
画
啓
の
収
肴
を
用
い
て
．
い
て
、
重
義
喝
瓶
醇
到
達
と

も
異
ぼ
る
輿
望
相
承
超
の
注
乾
き
2
魚
、
．
三
者
か
鸞
羊

毛
次
に
幻
の
剖
贅
の
順
序
を
、
ヲ
「
千
野
も
畷
亀
も
辟
均
せ

少
に
草
に
風
早
好
け
や
蒸
し
た
均
は
、
奈
留
に
直
東
武
で
萄
為

が
、
硬
の
糸
車
醇
吋
泉
、
、
笹
原
二
年
七
年
の
識
語
を
着
つ
善
放

刊
定
朝
と
、
一
兵
暦
丑
一
年
の
草
葉
異
義
感
瓜
が
方
盲
．

盈
苗
吉
事
荒
杢
芸
卑
比
季
姜
包
胃
喜
茶

色
埼
吋
の
資
卦
と
・
壇
す
る
好
打
参
月
の
た
対
し
て
、
年
婁
凌
窟

広
野
聖
篭
劉
監
昇
の
誓
￥
各
軍
参
る
の
は
、
喜
廿

仏
の
寒
者
か
、
平
家
葛
以
前
の
古
い
董
ノ
と
そ
の
義
和
の

ま
義
隆
し
て
い
ろ
亨
を
促
乾
さ
せ
点
る
の
で
あ
ろ
，



そ
こ
雪
次
に
．
石
の
家
電
の
唱
か
ら
得
た
疲
唐
盲
二
見
疲
衣

壷
為
せ
亀
の
変
名
の
訓
頭
語
の
賂
各
の
上
か
ら
秩
寄
す
る
に
、

蝿
の
号
音
－
二
は
、
「
上
席
訓
堵
賢
を
嘩
む
き
J
啓
。
放
ろ
曳
船

六
慌
峯
す
り
耽
る
《

用
　
語
章
に
、
革
命
珂
√
亨
を
再
い
て
い
a
亨
．

叫
「
聖
手
当
戸
l
の
薯
「
雷
し
「
加
ヂ
ば
・

畏
喝
の
文
．
泉
助
字
ヂ
し
の
鋤
と
し
て
好
意
石
上
吋
藷
の
考
動

（芦∫｝・．

詞
「
か
も
L
と
考
え
ら
れ
る
．

上
西
希
「
か
も
L
に
つ
い
て
は
、
古
老
濱
卵
嘘
士
、
澤
．

芝
高
士
・
度
量
碧
の
高
教
翫
学
芸
醇
付
の
口

頭
靖
を
サ
　
7
わ
ー
な
し
か
あ
り
、
又
、
平
妄
痺
付
の
剖
絃
賓
鼎

と
し
て
時
∴
布
類
ド
ガ
い
て
す
ら
「
扉
は
」
を
あ
1
て
「
か
も
し

亘
ク
）

雪
見
甘
い
。
屯
甘
口
本
書
朝
古
訓
に
「
カ
モ
」
の
珂
か
ち
晶
、

日
本
香
．
型
□
訓
に
塵
の
髭
か
ら
上
武
諸
の
成
年
差
す
昆

る
苔
の
が
存
ヲ
る
の
で
、
却
っ
て
相
俊
っ
も
の
ご
あ
そ

拘
轟
賓
仮
名
に
喝
青
線
あ
き
固
い
て
い
旦
登

記
支
馨
（
カ
キ
ア
ブ
）
L
・
〆
共
与
如
ホ
ヘ
ア
ブ
ヨ
一

望
）
」
の
「
求
し
ぎ
」
夷
に
、
傷
軍
靴
又
は
璃
賓
頃
に
布
い
て
瑠

者
侃
感
冒
で
用
旨
い
る
・
濁
甘
地
の
此
虞
も
瑠
春
頃
名
ヒ
鼠

ら
軋
る
。
夏
至
藁
誉
蒜
窄
旨
、
．
職
名
に
覇
者
覇
者

の
区
別
を
す
象
や
義
め
ら
礼
讃
孝
旺
患
白
故
老
埴
土
の
堀
頗

言
を
軒
古
、
雷
土
に
よ
孔
が
、
変
肴
載
最
産
藍
貰
葡
古

へ
は
虎
音
）

芝
に
ば
「
貫
」
の
例
が
囲
え
て
い
る
・

呵
　
「
衛
し
・
享
を
岸
の
鋤
と
し
て
一
度
し
か
釧
簡
し
て
い
な
い
毛

吊
や
麻
痺
を
曾

ヒ
　
ワ
ヶ

五

－

一

一

皿
　
　
≡

ば
、
豪
の
瓜
文
．
の
割
醇
で
ぼ
「
卦
」
・
を
後
世
風
に
革
頭
し
て
い
る

聖
者
者
の
教
学
に
よ
れ
ば
、
感
」
瞭
「
ム
ト
ス
し
尊
の
如
き

助
動
詞
の
訓
に
二
度
せ
け
訓
苛
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
比
の
膿

む
到
達
ぼ
、
顔
文
部
頭
東
上
、
乎
安
打
潮
以
南
の
車
で
あ
旦
喝

普
環
の
望
石
も
藤
」
で
・
あ
っ
て
直
す
高
一

叫
　
歯
学
の
み
で
別
海
を
元
す
オ
蕗
は
、
事
体
や
あ
っ
て
、
点
最

盛
相
承
、
平
安
径
御
節
の
翻
麿
晋
埠
に
見
出
さ
れ
る
方
泉
や
あ
を

男
　
顔
学
に
よ
る
裏
書
の
車
　
そ
の
奇
癖
に
咳
沓
議
事
か
、

秦
の
瓜
丈
傍
に
存
し
な
い
餌
の
「
啓
」
崩
し
「
乍
」
は
共
に
勤
を

芸
っ
て
・
、
薗
貰
霊
、
毒
と
品
い
ら
れ
て
癖
歯

僻



「
黒
の
醇
の
利
に
警
告
い
る
4
「
富
」
「
て
」
1
つ
つ
し

の
帝
は
、
牽
萄
琴
南
フ
C
は
、
．
瞥
芸
壷
直
撃
あ
つ
こ
・

葡
増
の
法
襲
急
蕃
レ
も
、

〇
三
却
三
戒

○
町
頂
争
え
．

「
ど
も
し
「
さ
き
音
傾
者
で
療
琴
芝
た
例
か
あ
孔
。
九
条
承
文

豊
竺
手
札
量
目
の
威
し
「
布
J
「
き
去
寮
東
の
到
易

さ
市
道
）
こ
て
静
希
藷
に
研
い
た
と
す
る
と
、
芝
の
給
餌
の
文
骨

に
叶
い
、
又
、
東
の
永
丈
に
柑
琴
丘
た
後
世
の
別
艶
に
も
適
す

る
．

一
埠
助
詞
的
動
詞
の
脅
統
語
の
割
を
香
れ
寸
の
に
菅
の
ぅ
勒

字
」
と
以
て
珂
陛
記
入
軍
と
寸
る
費
は
二
オ
㌻
ミ
ご
オ

（
ハ
）
」
扁
（
千
ご
考
、
平
安
初
教
訓
乾
に
は
見
ら
れ
る
呼
で

あ
る
．
告
ュ
讐
圭
．
）
」
「
乍
（
ツ
ツ
）
」
の
判
l
は
危
な
い
か
・

「
撃
は
平
安
初
葛
に
痘
軍
に
1
ト
さ
又
は
「
ド
モ
」
に
訓
か

、
昆
こ
樋
里
芸
訓
か
「
富
L
L

l
声
「
両
」
写
真
に
蜃

幼泉
の
助
字
判
に
一
意
す
る
．
鹿
の
樺
に
雪
盲
と
、
文
選
巻
甘
仙

夏
草
の
「
薗
」
1
両
」
．

1
乍
」
は
、
曲
事
ヒ
よ
る
商
務
朝

l
と
し
て

却
っ
て
、
・
地
の
利
尊
畝
の
甘
土
を
抗
す
も
の
か
も
知
れ
は
い
の
で

あ
る
。

血
書
亀
の
割
を
、
上
据
畷
缶
塵
よ
り
妊
る
に
、
乾
酪
例
の

や
「
和
文
l
乳
酪
」
「
加
．
亜
（
二
例
）
」
は
上
付
頓
着
畳
屋
久

1
－
－
－
1
－
．
1

也
に
〆
草
与
細
か
」
▼
「
お
甘
々
如
れ
」
が
あ
老
鉦
、
此
ゐ
畠

車
上
吋
及
び
也
の
文
献
に
範
な
じ
の
百
二
木
部
を
あ
る
椋
、
盾
惑

喝
に
停
亀
度
で
二
象
の
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
．
。

＼

攻
上
虻
　
上
付
利
葡
萄
の
顔
詠
と
畢
つ
れ
為
寮
を
あ
る
‥
Z
に

単
し
て
・
不
都
合
の
例
を
求
の
為
に
、
二
番
式
の
三
拓
衡
冬
J

れ

急

襲

慧

奇

相
　
豪
者
呼
に
．
蜃
廠
名
と
債
窮
し
て
又
庄
刺
に
拝
夜
色
の
引

研
あ
る
亨
〃

片
倉
松
、
「
草
丈
」
・
を
醇
経
て
文
字
と
し
て
軒
い
ら
几
る
の
屯

空
音
鞠
澄
冒
警
笛
、
竺
豪
書
に
斤
頃
免
の
有
る
苧
隼
．
薗

い
ぼ
豪
富
か
新
し
い
も
の
か
の
尿
が
臣
す
る
・
し
か
し
∵
之
は
璃



豪
債
範
判
に
比
喫
し
て
．
、
玄
打
少
ぐ
亨
、
且
っ
「
か
頻
聖
丁
L
L

「
由
7
へ
し
「
茨
ウ
タ
ト
そ
し
の
三
悪
の
部
く
・
賢
盲
甲
状
下

打
キ
現
車
を
あ
る
倒
か
ち
々
垂
か
ら
、
疇
垣
の
暦
に
、
．
薇
世
の
仮

名
に
蒙
昧
し
た
可
乾
性
が
あ
る
．
同
塵
の
例
庄
野
葵
宙
の
事
l
注
に

心
得
や
り
軋
る
市
子
の
る
。

助
竜
笛
砦
を
喝
い
た
の
ぼ
、
萄
′
企
、
患
鷺
項
名
駿
喝
の
巧

い
藻
草
毒
草
乏
見
て
書
入
れ
た
の
か
と
y
a
賃
あ
る
．
し
か

し
単
作
亀
の
貴
書
に
は
別
に
．
数
字
で
項
、
耳
の
釧
魂
を
示
し
た
音
質

如
あ
る
享
か
ら
、
耳
亀
の
出
の
包
碑
の
文
亨
孟
適
し
た
垂
れ
希
え

・
ク
軋
、
華
に
後
人
に
よ
る
百
亨
虜
の
利
昭
ヒ
ほ
ろ
孔
鮭
い
の
乙
あ

る
〃

の
　
老
後
に
、
．
後
世
の
人
ゐ
巌
竜
的
着
直
に
虫
色
も
ゐ
わ
と
い
う

亀
で
あ
る
・
し
か
レ
、
希
書
亀
ヒ
年
債
希
を
更
も
ち
例
の
存
す

る
の
は
泉
石
由
綺
度
と
し
て
は
却
っ
て
不
卑
鍔
や
あ
奉
，
喝
青
酸

名
の
使
宙
も
昔
為
痺
付
の
後
人
の
考
え
及
ば
な
い
島
で
司
り
、
又

再
薗
字
「
糖
」
を
古
ノ
＼
韓
の
訓
・
に
一
度
ぼ
け
剥
い
た
車
も
、
渡
文

聾
の
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
虹
醇
の
知
見
で
あ
る
〝
右
の
苛
無

よ
J
督
的
な
も
の
と
は
孝
九
、
望
孔
は
号

攻
上
の
九
管
命
令
し
て
、
．
化
膿
水
質
選
者
廿
　
の
覚
書
は
、

1
「
只
到
頭
密
」
を
略
啓
し
賢
の
と
考
え
、
見
る
の
で
あ
る
．

軋
倉
時
代
青
馬
袈
小
の
瑠
碁
に
「
上
空
易
草
忘
隻
雷
し

て
晋
得
た
甚
径
正
し
て
衆
望
紫
紺
考
え
ケ
れ
る
・

早
蓬
希
の
司
霞
茸
て
紅
、
盲
剖
乾
村
部
分
的
に
噂
を
り
れ
ろ

（
注
げ
）

事
か
盈
i
苛
め
、
2
1
。
為
。
臆
の
亨
は
剖
亘
老
い
た
書
も
あ
る
年

教
書
に
ガ
い
て
ど
虹
か
引
か
れ
て
残
存
し
て
い
る
車
は
、
東
進

し
た
軒
で
あ
る
。
．

同
　
書
の
中
に
岐
・
息
ぐ
同
文
の
内
港
聖
A
と
B
と
の
痺
付

の
考
古
を
考
に
す
至
二
ソ
の
項
軽
部
笈
輿
鼎
に
轍
め
、
見
る
皐

が
あ
る
。
そ
ば
、
．
薗
瑞
の
匂
い
A
資
料
の
景
、
．
と
の
ま
ま

後
世
の
B
瘡
埠
の
薯
巌
璽
」
れ
、
掩
黎
一
元
た
ど
齢
痺
す

る
慕
封
諷
為
。
碧
の
例
夏
乳
為
に
．

子
亀
萩
笹
喀
某
醇
替
十
尿
埴
且
旦
（
二
元
）
柴
の
豪
富
と
、

闇
保
倉
義
の
亥
書
（
会
喝
）

へ
債
足
長
）

へ
重
義
盲
貰
」
・
（
l
隻
）「「

・
盤
賃
l
－

（
監
譜
捲
優
艶
鼠
鼠

車
重
岩
屋
」

（
外
倉
中
朝
禽
）

委
歳
）
産
声
宝
を
「
・
．
．
垂
範

泉
を

（
最
J
J
宥
正
教

木
耳
頭
皮

＝

‥

：

・

－

－

じ

〇
、

佐
鷺
．
畏
而
細

面
．



2
L
　
蟄
護
衛
へ
藤
一
）
1
盛
夏
の
家
老

（
哀
ノ
「
伊
東
眞
大
上
範
威
厳
者
去

今
夏
頚
を
百
象
＼
N
老
醜
蕗
ヰ
人
乙
下
乙
葡
萄

〆
．
鉄
扇
質
却
・
・
‥
（
半
略
）
L

J
．
鹿
久
超
え
萱
輿
啓
基
ニ

1
顛
野
里
と
∵
巌
不
蒜
′
雪
ア
⊥
牲
石

傍
東
に
て
「
姦
払
下
簸
川
省
登
局
番
石
一
之
諭
水
l

在
寮
音
」
と
あ
甘

え
上
欄
に
・
「
萩
7

ヌ
上
層
に
．
．
摂
罵
十
と
『

於
萄
る
了
芝
草
は
・
示
ゝ
・
後
の
例
を
あ
る
鉦
、
弘
膿
卒
壷
巻
廿

九
の
養
毛
、
更
に
古
い
文
選
の
長
者
か
占
い
真
部
薗
空
耳
す
も

の
と
し
て
、
馬
の
衆
亀
の
ま
ま
の
爾
G
・
後
漣
の
著
宙
届
放
資
粗

に
昏
さ
札
る
町
解
値
は
ナ
小
に
録
す
る
者
で
あ
る
一

ケ
ル

（
巻
廿
．
哀
史
二
草
（
二
七
こ
整
了
）

四
十
と
あ
リ

わ

の
ま
ま
宅
・
わ
辞
尽
質
に
癒
え
、
ク
れ
た
専
例
と
．
空
、
り
れ
為
か
、
利

に
卓
の
古
訓
乾
の
′
都
か
常
時
ヒ
、
．
後
世
の
家
電
に
褒
冬
っ
れ

て
、
・
偉
容
す
る
忍
も
男
之
う
る
〝
虹
の
塵
の
幼
さ
承
る
と
、
九

依
狐
文
選
の
腔
の
鬼
々
に
・
為
合
い
出
す
費
が
出
来
る
・

［
終
助
詞
十
］

軌
去
来
今
田
題
是
聖
。
群
一
針
二
李
九
・

原
窄
菰
年
（
′
l
九
血
音
了
）

闇
習
オ
言
璧
賃
芭

均
聖
人
ヰ
晦
て
．
撃
フ
呵
苧
撃
単

撃
チ
苧
ぎ
草
身
・
解
離
．
塁
彗
醇
ヒ
・

五
、
五
倶
承
史
産
後
啓
の
上
底
剖
頓
嗜

奮
に
お
い
て
、
壷
か
後
世
の
賓
鼎
に
樽
存
董
登
を

花
紆
郭
く
見
る
と
、
花
嫁
瓜
文
定
番
廿
亀
の
裏
書
埜
元
の
表
敬

［
甘
］．

撃
雲
脚
針
豆
乳
警
土
筆
怠
。
毒

／
′
′
年
（
／
多
多
色
筒
黄
蓼
簸
）

「
終
助
詞
ナ
し
好
争
詞
㌃
キ
農
膚
」
「
和
」
彗
何
れ
も
各
昆

醇
結
語
の
啓
骨
壷
墓
と
．
緒
の
ら
n
る
も
の
至
雲
。
助
免
詞
「

㍗
キ
L
や
1
声
鼻
音
曾
星
宙
富
吾
夏
空

軋
る
が
そ
れ
も
や
は
刃
上
代
希
の
覆
啓
と
園
庭
あ
石
も
の
を
あ
っ



．

て
二
伸
藩
．
の
大
理
の
音
訓
l
l
二
も
∵
之
ら
の
上
〆
哲
の
樽
教
皇
椅
っ

巨
利
商
務
加
l
存
す
る
の
は
、
吏
壕
が
上
代
か
ら
頚
灯
麹
八
に
に
務

ま
れ
た
記
事
の
試
す
骨
壷
考
な
間
藤
が
あ
る
と
撃
つ
の
や
あ
る
．

（
象
1
）
　
北
馬
1
金
草
丈
厚
瓜
春
秋
笹
崎
最
終
に
お
け
る
平
安

初
期
落
星
相
訓
諒
哲
の
残
存
」
（
判
栄
語
と
到
景
二

十
五
哲

へ
象
2
「
喝
資
は
尊
卑
彰
賓
に
依
る
ク
珂
竜
骨
、
．
輿
水
疹
次

乳
の
好
忘
に
よ
耳
感
覚
軍
営
単
永
存
予
の
年
寄
る

謹
コ
）
　
田
本
者
乾
せ
思
水
平
に
も
整
増
に
葛
東
頗
考
の
却
朝

を
存
す
苓
賛
耳
の
あ
る
争
芝
殊
勉
瓦
よ
り
敬
一
聖
し
札
た
。

岩
原
水
星
塵
緒
に
ダ
象
例
あ
点
由
を
あ
る
．
白
水
官
紀

の
古
鋤
の
中
に
は
、
「
か
も
し
喜
好
と
し
て
幾
多
の
上

吋
若
か
計
り
り
旺
為
か
ら
、
ヴ
ゐ
著
書
に
葛
豪
項
智
の

あ
ー
互
存
す
る
の
車
首
肯
承
泉
る
軒
を
あ
っ
て
、
也
條
承

丈
且
着
せ
九
の
環
礁
嘩
名
の
夢
各
（
チ
三
に
捷
径
底
の

．
如
く
　
「
加
骨
」
も
奉
る
）
ど
解
せ
て
、
上
代
潮
l
頗
爵
そ

ろ
え
る
契
藤
塚
い
例
と
免
う
れ
ろ
。

ご
巳
年
）
　
整
笥
若
者
乎
l
二
1
延
長
六
年
瑠
亀
戸
音
響
と
・
あ

だ
　
そ
の
事
翠
か
鶴
首
利
窪
を
虚
け
て
い
る
桝
ら
表
の

鼓
費
厳
粛
の
者
馬
は
せ
孔
よ
り
古
く
、
守
り
く
手
管
勿

知
と
屠
、
り
j
t
為
．
琴
和
良
が
到
達
の
金
側
に
つ
い
て
は

叡
敬
啓
で
野
の
怒
覇
を
拳
炊
き
孔
払
い
，

（
道
三
　
翻
賽
繹
倉
呼
電
瑠
薮
の
席
上
、
菜
玲
血
か
ら
副
詞
「

か
も
か
も
し
や
は
な
い
か
と
い
う
警
官
壷
亘
号
亀

の
恵
の
副
詞
底
、
乾
膏
策
に
は
1
い
と
か
く
だ
へ
可
璃

哲
久
喝
ご
1
か
も
か
く
も
．
（
可
毛
如
久
空
」
「
か

に
も
か
ぐ
に
も
（
虎
磨
磋
喝
二
毛
）
し
げ
高
石
待
、
記

も
か
も
し
の
語
形
を
上
付
に
乳
な
い
車
、
又
・
珠
に
一

軍
の
副
詞
と
し
て
庫
、
、
埼
い
ら
れ
て
い
る
硬
、
花
偉
水

夫
選
挙
／
一
丁
九
の
上
の
　
「
加
思
し
と
雫
の
「
加
せ
」
　
と

の
現
か
練
れ
て
い
て
一
時
ビ
底
葛
の
に
他
叫
の
者
勘
に

命
わ
駁
い
車
か
ら
・
・
や
障
り
、
▼
密
事
「
乎
」
の
潮
に
躇

蘭



い
ら
旺
た
終
鋤
詞
1
い
も
し
と
風
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
瑚
祭
竜
と
酬
簸
督
料
一
一
十
九
畢
）

（
連
‘
）
あ
や
ひ
歩
竜
一
疑

吉
澤
軋
到
「
互
軒
藤
代
旨
亘
る
㌔
も
』
」
．
へ
震

域
丈
の
賃
）

筆
名
久
者
㌔
』
よ
り
『
や
』
へ
の
堰
蓼
し
（
高
富

作
品
と
埠
吋
．
）

逆
風
蒸
塞
「
『
か
も
し
午
。
葺
甘
』
へ
」
へ
訓
艶
質

料
ピ
瑚
賢
哲
の
．
肝
雇
）

二
竜
フ
）
　
粟
島
各
章
妥
痺
吋
の
凄
文
叫
者
啓
l
乞
つ
き
て
の
厨

伍
』
l
大
田
貰
．

（
達
ヱ
　
可
軒
傾
右
の
研
怒
号
二
三
頂

へ
達
？
）
　
鵜
萄
「
凄
∬
到
着
又
節
度
の
一
武
諭
し
・
（
固
哲
学

五
十
五
埠
）

（
違
〃
）
　
地
積
「
薯
剖
義
認
の
容
赦
－
群
書
謁
安
富
賠
ビ
教

符
痛
苦
古
歌
・
玖
音
感
苗
敷
ソ
）
の
比
故
に
よ
る
ー
L

［
吋
且
　
森
布
は
、
璃
雷
十
豊
臣
言
自
序
十
千
回
朝
恩

蘭
啓
合
せ
藤
豪
し
た
原
稀
l
ニ
如
ノ
竿
L
b
T
も
の
で
あ
る
．

加
筆
に
は
皆
葛
藤
爪
一
雪
駄
二
古
田
舎
考
玖
・
鹿
島
硲

あ
り
妹
勉
丸
の
御
放
尿
に
翠
つ
師
が
あ
る
．
包
し
て
各

鑑
に
感
謝
し
牟
方
・

品
元
甲
丁
寧
息
呈
十
．
五
日
）




